Reorganization Process of Experience, "I have been played with": Frame analysis of the TV drama, "35-years-old high school student" by 友田 順也































































































































                                                  

















































































































































































































                                                  




















































































 01 美月 ：あーそうだ。今日さ、みんなでカラオケ行かない？ 
 02ABC ：いいねー。 
 03 愛  ：あ、あたし．．．お金ないんだよね。 
 04 美月 ：きてよ。愛。 
 05A  ：そうだよー。愛抜きだと盛り上がんないんだから。ねぇ。 
 06B  ：お金なんてウチらもないよ。ねぇ。 
 07 愛  ：けど...。 
（A が「あーい（愛）」とはやし立て始める） 
08 美月 s  ：あーい！あーい！あーい！あーい！ 
 09 愛  ：だーよーねー。ここでのらなきゃあたしじゃない？ 
 10AB  ：さすが。やっぱ愛がいなきゃねー。 























































































○場面２（第２話：愛がいないときの会話 ※D・E・F は同じクラスの男子高校生） 
01B ：いやーあぶなかったよねー。自殺されてさぁ、もし遺書に名前があっ
たら、ウチらいじめっ子になっちゃうよ。  
 02A  ：シャレになんないよね。それは。 
 03D   ：てか悪魔だよな。今日もカラオケのお金、払わせたんだろ？ 
 04A   ：ちがうよ。愛が自分で言ったんだから。金だすって。 
 05B   ：で、いったん家戻って、親の金ぱくってきたわけ。 
 06E   ：空気読んでんだよな。アタシが払わなきゃまずいって。 
 07 美月 ：なんで？だってウチら、仲良しグループなのに。ねぇ？ 
 08ABC  ：ねー。 
 09E   ：やりすぎんじゃねぇぞ。 
 10F   ：そうだよー。俺らはさぁ、ただ高校生活を楽しみたいだけなんだぜ？ 
 11 美月  ：言ってる意味わかんないですけど。 





















































01 愛    ：なんなの。あのおばさん。まじ迷惑なんだけど。 
02 美月  ：あんたさぁ。自分の立場わかってんの？ 
03B     ：あんたがとろいから失敗したんだかんね。 
04 愛    ：やっぱりそうなっちゃう感じかな。ははは。 
05C     ：へらへら笑ってんなよ。まじむかつく。 
06A     ：悪いと思ってるんだったら、誠意、みせてよ。 
07 美月 s ：（店に置いてあるかばんの方を見る） 
08 美月  ：あ、別にウチら欲しいなんて言ってないから。 
09A     ：そ。なんにも期待してないよ。あんたなんかに。 















































○場面４（第２話：愛がクラス全員に謝罪する場面）      



































































最終的には「フレーム破り breaking frame」と「溢れ出し flooding out」に達するまでの過程
の分析を試み、そのなかで「フレームの複層性と脆弱性」を可視化させた。結果として、
                                                  
16 「溢れ出し flooding out」とは、「活動の参与者における突然の感情表出（笑い出す、泣き
出す、怒り出すなど）によって、少なくとも一時的に、そこでの多くの組織化された役割
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